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ミヒャエル・キューネン（Michael Kühnen 
  

第二の革命 

第二巻：人民の国家 
  

第9部 
  
  

国家社会主義人民国家は、エリート層を組織することを意図しており、し

たがって、何よりも、第二のレベルである政府、行政、経済管理を、ちり

ばめられた特権経済、党の本のフィルゾクラシー、理想主義的頑固さの鎖

から解放する。国家、経済、党のこのエリートは、プロイセン的な意味

で、自分自身を全体の奉仕者として再び見ることを学ぶだろう。まず第一

に、我々は、国家社会主義人民国家における二つのエリートを区別してい

る： 
  

プロフェッショナルエリートや 

militant elite 

  

プロフェッショナル・エリートとは、専門家、科学者、研究者、技術者の

集団のことであり、彼らの協力なしには近代国家体制は考えられません。

しかし、このプロフェッショナル・エリートは、余分な制約やイデオロ

ギーによって、その仕事を妨げられていることがあまりにも多い。満足に
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解決できない問題はない。たとえそれが、知識がまだ十分でなく、研究が

それほど進んでいない最初のうちは、その場しのぎの解決策に過ぎないと

しても。しかし、今日の地平の先を見ることができず、現実に未来を信じ

ることができない無能な指導者層が、プロのエリートがその任務を果たす

ことを妨げている。 
    

指導者層のイデオロギー的な硬直性から生じるこうした人為的な障害の好

例が、東洋における経済計画の失敗であり、西洋における遺伝学、遺伝科

学、生物学全般の進歩から遠ざかったことである： 
  

遺伝的体質を改善するという国家社会主義の夢は、長い間その実現に近づ

いており、優生学的措置、すなわち遺伝的健康や人種衛生の必要性につい

ては、もはや科学的な疑いはないのである。ここでも、以前は「似非科学

的」と揶揄された国家社会主義の思想の多くが、時間の経過とともに正当

化されたのである。 
    

しかし、これは多くの例の中の1つに過ぎない。あらゆる分野の専門家

が、政治の無能さと官僚の愚かさが邪魔をすることについて、1つや2つ教

えてくれるはずだ。 
    

国家、行政、経済の管理という非常に複雑な領域で、なぜ余計な利害、イ

デオロギー、考慮事項が決定されなければならないのか理解できない。職

業エリートに枠組みを提供しながらも、彼らが人民と国家に対する義務を

自由に果たせるような秩序だけが、成功するのです。国家社会主義人民国

家は、これを実行することを決意している。もちろん、このような行動に

は、エリートの責任ある形成が前提である。教育は、それに応じて組織さ

れなければならない：  

    

教育のあらゆる分野で、そして最も早い時期から、才能のある人の促進を

すべての取り組みの中心に据える必要があります。これは、今日の考え方

とは正反対であり、その結果、常に達成度が低下することになる。スポー

ツ、リーダーシップ、科学、研究、工芸など、あらゆる分野で特別な才能

や能力を発揮する少年たちを、すでに小学校で奨励しなければならない。

この才能の促進は、社会的出身や経済状況とはまったく無関係に行われな
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ければならない。たとえ才能が後になって明らかになったとしても、通常

の学校制度からエリート校への移行は常に可能でなければならない。教育

は、心身、意志、人格、知性が等しく訓練され、促進されるように行われ

なければならない。 
    

国家社会主義フォルクススタートのエリート学校は、イデオロギー的な幹

部学校ではなく、明日の職業的エリートを養成するためのものである。し

たがって、イデオロギー的な問題は、ここでは主要なテーマではなく、大

枠に過ぎない。ちょうど、国家社会主義は本質的に教えられてはならず、

模範とされなければならないという原則が常に守られなければならないの

と同じである！ 
    

第三帝国の国民政治教育機関-NPEA's、頭文字をとってナポラでよく知ら

れている-は、この点で、私たちが構築すべきモデルである。エリート校

に続いて、高等教育が行われる。ここで、ドイツの大学もまた、まったく

異なる構造を持つことになる：  

    

カリキュラムと教育方法は、NPEAのものと同様の原則に従い、専門的な

要件に従って設計されたポリテクニックと急造ポリテクニックを重視しな

ければならない。教育は合理化され、規律正しく行われ、学生たちは後に

占めることになる指導的地位に特化して準備されることになる。  

 これに対して、実際の科学大学は、数は大幅に減るが、はるかに高いレ

ベルで活動することができ、研究や科学への傾倒と能力を本当に示す人だ

けに開かれることになる。 
    

大学や専門学校の教育もまた、目的がないわけではなく、他のすべての

ヴォルキッシュ部門と同様に、国民全体に役立っている。国家社会主義の

フォルクススタートは、今日の教育の混乱を解消し、したがって、この分

野における部分的に正当化される不安の実際の理由も解消するのである。

成熟した安定した人々からなる職業的エリートが形成されつつあり、精神

的な障害者はもういない。 
    

理論と実践の間、イデオロギー的目標と日常政治の必要性の間には、自然

な緊張がある。国家社会主義運動は、この緊張の中で自らを挑戦している
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と考え、ここで自らを証明しなければならない： 
    

イデオロギーによってのみ決定される政府は、幻想に基づくイデオロギー

的な政策を追求し、祖国を破滅に追い込むことになりかねない。- 一方、

より高い目標にコミットせず、ただ日々の仕事をこなすだけの政策は、現

状と比較してほとんど進歩をもたらさず、したがって、ドイツ人を徐々に

国家的死に至らしめることになる。この緊張に耐え、創造的に形づくるこ

とが党の任務である：  

    

プロフェッショナルなエリートが純粋に技術的な権力を行使すると、より

高い目標や一般人の問題を忘れがちになりますが、このようなエリートに

対抗できるのは、私たち国民の戦闘的なエリートを代表しているからで

す。 
    

国家社会主義運動は、政府、行政、経済の指導者に取って代わることを望

んでいるのではなく、我々の思想の枠組みの中で動くことを確認すること

を望んでいる。 
    

我々は、国家社会主義ドイツ労働者党が、ヴォルキッシュの生活のあらゆ

るレベルにおいて、戦闘と教育の使命を果たさなければならないことを、

すでに立証した。専門家や技術者と精神的、組織的に一致する存在であり

続けるためには、それゆえ、国家と同じように、エリートを育成しなけれ

ばならない。この党のエリートは、イデオロギー的な知ったかぶりに固ま

ることなく、我々の信仰の価値を政治的に実行する方法を知っていなけれ

ばならない。ここで議論される第二のレベルでは、党の使命は戦うことで

ある：  
    

"専門エリートの独立、すなわち国家社会主義の原則にもはやコミットし

ない独自の政府政策を阻止し、有能な専門家たちとの創造的な闘いの中

で、将来のためのヴォルキッシュ政策と人種政策のための新しい、実現可

能な計画を常に実行することに不安を持ち続ける！。" 

    

しかし、私たちが政敵を殴り殺すのではなく、彼らを納得させ、教育しよ

うとするように、私たちは党の力をイデオロギー統治のために使うのでは
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なく、有能な専門家に私たちの考えの正しさと実現可能性を納得させるこ

とに任務を見出します。専門家エリート自身が納得して初めて、その技

術、知識、想像力のすべてを駆使して、国民の利益のために成功を収める

ことができるのです。この説得の仕事は、関連する党の部署の仕事であ

り、私たちの教育的使命の一部でもあります。 
    

これはおそらく、共産党が国家政党として単に意思を押しつける方法より

もはるかに困難であり、わが党に対する最も厳しい要求であるが、同時に

はるかにやりがいがあり、有望でもある。  

    

しかし、そのためには、職業的エリートに匹敵する知性を持ち、さらに、

革命的国家社会主義の先鋒として、我々の世界観が常に定めている目標を

揺るぎなく追求する、活力と想像力を備えた戦闘的エリートを養成する必

要がある。このことは、NSDAPの新しい世代の訓練に最も高い要求を課

している。ここにも、第三帝国の機関、たとえ当時はまだ十分に発達して

いなかったとしても、アドルフ・ヒトラー学校というモデルがあるので

す。 
    

これらのエリート党学校は、たとえ焦点が異なるとしても、生徒に対して

エリート国学校と同じ高い要求をする。そのカリキュラムは、集中的なイ

デオロギー形成と訓練によって補完されることになる。 
    

党内の革命的な勢いと理想主義を維持するためには、あらゆる分野で党の

同志に対する要求が高くなり、イデオロギーの刷り込みが他の仕事に加え

て行われ、党へのコミットメントができる限り自発的であり続けるように

しなければならず、職業上および政治上の成果や成功を伴わない権力や昇

進の機会はもたらされない。もちろん、これは党のエリート校の生徒にも

当てはまります。 

自発性の原則を維持するため、これらの学校は、州のエリート校とは異な

り、すべての生徒に共通する小学校時代の終わりに活動を開始するわけで

はありません。 

むしろ、すでに州立のエリート校にうまく通っていて、少なくとも16歳に

なっている、確信と熱意のある国家社会主義者の少年たちに門戸が開かれ

ているのだ。 
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私たちの運動の悲劇は、平和的な復興の6年間を形作ることができただけ

だったということです。第三帝国における教育の再編成は、まだ長期的な

効果を示すことができず、国家社会主義に影響された若者の大部分は、HJ

やNAPOLAの生徒の古い集団の献身が模範的に示すように、戦争の最後の

年に英雄的に自己犠牲を払ったのである。私たちに一世代を与えれば、新

しい世界を築き上げることができる！ 
    

もちろん、何世代にもわたって、国家指導部のプロフェッショナルなエ

リートと党指導部の戦闘的なエリートとの間の差は、徐々に小さくなって

いくでしょう。しかし、それが完全に消えてしまうことは、我々の利益に

はならない： 
    

党と国家の統一は、融合ではなく、補完を意味します。 

    

理論と実践の間の緊張だけでなく、我々がエリートの形成を高く評価する

ことと、国家社会主義者の国民共同体の思想の間の緊張もある。ここで

も、国家社会主義運動の革命的な正しさが要求される。もし、NSDAPが

勝利した後、自らを官僚的な国家党に変身させるなら、それは、要求が多

く、威圧的な国家機構の一部としてしか、人民の前に現れないだろうし、

したがって、遅かれ早かれ人民の信頼を失うことになる。そうなると、階

級や地位の障壁に関係なく、ヴォルキッシュ・エリートを養成すること

は、もはや何の役にも立たない。なぜなら、これもまた、国家の指導者と

してのみ認識・評価され、もはや真のヴォルキッシュの指導者として全面

的に認められないからである。勝利した後でも、党は人民の中にしっかり

と固定され、無制限の信頼を保ち、自らをフォルクスゲマインシャフトの

一部であると感じ、それに従って行動しなければならない。 
 
 

民主主義の代わりに自由を 
  

自由」という言葉は、「平和」と同様、現代で最も誤用されている流行語

の一つである。ここでも、ドイツ連邦共和国を「ドイツ史上最も自由な国

家」としきりに口にする民主主義者が、厄介な偽善者であることが証明さ
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れている。  
    

民主党は国民を解放したことがなく、せいぜい部分的に「民主化」し

たに過ぎない。その際、彼らは本質的に2つの「民主化」の尺度、すな

わち経済と政治の2つの尺度しか知らない。どちらも人民の解放にはつ

ながらない：  

    

自由主義資本主義において、経済の自由とは常に、企業と国際的な高

金利が労働者を搾取し、搾取する自由であり、労働者が組織化する

「自由」とは、ストライキという歴史的に古くなった手段によって国

民経済を麻痺させ破壊し、それによって自らの生活を危うくするため

のものです。働く権利が実現されず、労働者が生活の大部分を占める

工場で起こることにほとんど影響力を持たないのに、どうして自由を

語ることができるだろうか。政治的自由についてはどうだろう。 
    

国民の大多数にとっては、4年ごとに十字架を描くことくらいしかでき

ない。基本法が言うように、今や「すべての国家権力は自分たちから

発せられた」という誇らしい自覚のもとに。それ以外の人々は、自分

たちの「代表者」が政策を決定するのを驚きを持って見守るだけであ

る。国家安全保障当局は、国民が「反憲法的」な考えを持つことがな

いように慎重にコントロールしている！実際、政府、行政、経済管理

の領域は、とっくに国民の効果的で責任ある共同決定を超えている。

民主主義的な抗議は、ここでは何の役にも立たない：  

    

人民によってではなく、人民のためにのみ統治することは、昔から可

能だったのです。もちろん、民主主義者たちもこのことを知っている

が、我々と違ってはっきり言わないのは、いわゆる「自由選挙」とい

う時代遅れの仕組みが、真のパワーバランスについて国民を欺き、政

権を維持するために抜群に適しているからである。 
    

民主主義-人民支配はありえないが、シオニスト系で国際主義者で雑多

な徒党を組むか、統一的で慎重に教育され責任感のあるヴェルキッ

シュ・エリートか、どちらの支配層が権力を持つかが問題なだけだ

と、正直に国民に伝えなければならない。 
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民主主義は自由とは無関係である。自由は、個々の市民の私的な生活

領域で可視化されなければならない：  

    

将来必要とされる教育を受けることができる自由。もちろん、家庭の

コミュニティや会社で効果的な共同責任を負うことができる自由もあ

ります。 
    

民主主義の代わりに自由を：  

    

これは、支配体制の基礎と政府の仕事の専門的権威に信頼を持ち、第

三のレベル、つまり生活の個人的領域で責任を共有できることを意味

します。そこでは、個々の市民が実際に権利と義務と責任を共有する

能力を持っており、我々国家社会主義者は、民主主義者よりも「民主

的」である。そして、ここで初めて自由が姿を現し、ここでドイツの

自由運動の課題が見え、ここで自由で社会主義的な共同体が形成され

るのである。 
    

彼の自然な生活圏の形成を助けることができる人間だけが自由である-

十字架を正しい場所に置くことを教えられた人間ではなく、チンパン

ジーでもできる。本質的に、私たちは、フォークの人生が形作られ、

形成され、その中で彼の人生が行われることを通して、3つのフォーク

の有機体を見ることができます： 
  

家族 

コミュニティ 

操作方法です。 

  

家族は、国民共同体の最小の自然な細胞として、国家社会主義人民国

家によって特別に保護される。家族は、私的な問題ではなく、国家と

党は、家族が共同体に対してその任務と義務を果たすことができるよ

うにするための共同責任を負う：  
    

家庭は精神的、肉体的に健康でなければならず、十分な数の子供を生
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み、最初の数年間は、後に健康で責任ある市民、国家の同志となるよ

うな教育をしなければなりません。 
    

国家はここで、法的な支援措置によって良好な枠組み条件を作り出す

以上のことはできないし、してはならない。しかし、党は、家族に共

同体に対する大きな義務を納得させ、今日のヴォルキッシュの崩壊の

天幕に見られる崩壊の兆候と闘わなければならない。これらの脅威的

な衰退の兆候は、国家社会主義運動が権力を掌握しても一夜にして消

えることはないが、NSDAPの側に戦闘的な努力を要求しているのであ

る。 
    

ここにまた、闘争と教育という 

党の使命が見えてくるわけです：     

この分野では、家族を説得し、フォルクスゲマインシャフトに統合す

る責任は、主にNSフラウエンシャフトの手にある。  

    

家族を内側から国家社会主義的に形成し、子供たちを民族共同体思想

の意味で教育することは、すべてのドイツ女性の仕事の衝撃部隊であ

る国家社会主義女性の仕事である。このため、総統は1933年3月14日の

訓令で、10歳までの子供の養育と世話はNS女性に任せることにしたの

である。帝国女性指導部の1938年の年鑑（メインプレス／宣伝部）に

は、この文脈でこう書かれている：  

    

"ドイツの子ども会 "には、6歳から10歳の少年少女が35万人以上所属し

ています ....彼らは手芸をしたり、冬に仕事をしたりして、海外のドイ

ツの子どもたちを喜ばせています。母の日にお母さんを驚かせるため

に、小さな便利グッズを作ったりもする。.そして、自分たちのおも

ちゃ箱の中から、国境を越えた子どもたちへのクリスマスプレゼント

として、Winterhilfswerkが何を使えるか話し合います。 
    

子どもは「国民共同体」を理解する前に、このようにして、自らの小

さな行為によってその内容を測ることを学びます。すべてのドイツ人

の運命的なつながりを知る前に、小さな仲間に自発的に溶け込むこと

をここで学びます。若い慣れが古い慣れを生むのであって、後に成長

した若者として、どんな出自であれ、すべての若いドイツ人と同志で
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あるドイツ人であることを意識的に感じることは、難しいことではな

いだろう。ピンプ」や「ユングメーデル」、「ヒトラーユーゲント」

や「BDM」の少女として、この若者は、子供会が自分の中に呼び覚ま

そうとするものを、よりよく理解することができるでしょう。 
    

子供たちに教えるべきは政治的な思想や理論ではなく，人格の価値や

感情的な衝動を扱うことの方がはるかに重要であり，その上に国家社

会主義を構築することができるのです。もちろん，10歳でユングヴォ

ルクに入隊した少年は完成された人間ではありません。確かにユング

メーデルはまだ変化することができます。しかし、10歳の子どもはす

でにその発達の本質的な部分を終えているのです。最初の10年間の身

体的な怠慢を後で完全に埋め合わせることができないのと同じよう

に、教育上の間違いをこの年齢から埋め合わせることは難しい。学校

と家庭に加えて、子供会は、子供が生まれてからいつか力を発揮する

ことになる地域社会への道を見つける手助けをしたいと考えていま

す。 
    

しかし、子どもたちが頭でっかちになったり、早熟な物知りになった

りすることを心配する人は、私たちの子どもグループの午後の過ごし

方を見てみるとよいでしょう。天気の良い日は、可能な限り屋外で過

ごします。遊び、体操をし、走り、飛び跳ねる。怖がりなママの男の

子は、弱音を吐くことさえなくなり、涙もろい女の子は、すぐに知ら

れなくなります。彼らは勇敢で勇気のある人間になりたいと願ってい

るからだ。遠足では、歌を歌い、音楽を奏でる。休憩するときは草む

らに座り、グループのリーダーが童話や故郷の歴史にまつわる伝説を

話してくれる。- グループリーダーは、家での午後のひとときに、何か

新しいことを考えます。常に子どもたちの日常生活にあるものを結び

つけ、子どもの理解に合わせた物語を語ることで、子どもの概念世界

を広げ、子どもの中に国家社会主義の世界観が形成されることに加担

している .... 

    

子供たちのグループのリーダーたちは、自分たちの間で緊密な同志関

係を築いている。彼らは、何度も何度も訓練を受け、刺激と指示を受

ける。彼らは、子供たちを国家社会主義的態度に教育し、何よりも、
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自分の姿、個人の態度で国家社会主義を子供たちに例証するという大

きな責任を知っているからである。総統自ら、その言葉をもって：  
    

"青少年は、まず第一にドイツを感じることができるほど早くから教育

することはできない。" 国家社会主義帝国の子どもたちの教育全体が志

向している。 
    

国家社会主義者の家族政策の基本について詳しく説明する必要はな

く，代わりに，元帝国総統のゲルトルート・ショルツ＝クリンクによ

る優れた文書「Die Frau im Dritten Reich」（グラバート出版，チュービ

ンゲン 1978）を参照することにする。 
    

いずれにせよ、ドイツ人家族、とりわけその中で育つ子供たちが、自

由を、その自由を与えてくれる共同体に対する義務として常に理解で

きるように教育することが、党（ここではNS-Frauenschaftによって具

体化されている）の仕事である。 
    

この課題は、闘争の時期にすでにわれわれ国家社会主義者の女性と少

女に突きつけられているものであるが、過去よりも今日のほうが、そ

の遂行ははるかに困難である。それは、わが民族社会主義女性運動の

闘う意志、説得の力、勝利への決意に対する大きな挑戦である。  

    

しかし、私たちの民族共同体の最も小さな細胞から始めて、ドイツ人

が党によって、自由を常に共同体との結びつきとみなすように教育さ

れるならば、私たちは社会的解放、共同体や職場における共同責任に

向けて、次のステップを踏み出すことができるのです。 
    

人民の同志の労働と私生活は、基本的に共同体（ここでは村、町、地

区の総称としてとらえる）と事業における条件によって決定される。  

    

ここで初めて、個人の自由が現実に証明されるのである。国家社会主

義人民国家は、広範かつ効果的な共同責任のための自由な空間を創造

することを決意している。私は意図的に「共同決定」を口にしない： 
    

"共同決定"、それはまた、他人を顧みずに自分の特権や特権を確保し
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たり獲得しようとする、あらゆるエゴイストやサボタージュが行うこ

とでもある。人民と国家に対する根本的な反対からすべてを破壊しよ

うとする人、選挙と議論のメカニズムを悪用して党利党略のスープを

調理する人、みんなそうです。- 一方、私たちは、環境を人道的な方法

で形成し、コミュニティを前進させたいという内なる欲求から生まれ

る共同責任のために戦います。 
 

  私たちは、コミュニティや職場における共同責任を、直接的かつ自由

な個人的選択の形で、参加の可能性を拡張するものと考えています。 
    

このコーポラティヴィズムの理解とシビック・デモクラシーの考え方

の間に接点があることは、すでに指摘したとおりである--ただし、厳密

に言えば、この文脈で論じられる国民生活の第三レベルに限定され

る。- 今さら詳細を述べるのは僭越であろう。1930年代に発展し、敗戦

の渦に巻き込まれた可能性を再発見するのは、まだ始まったばかりで

す。例えば、フランス・ファシズムの創始者であるジョルジュ・ヴァ

ロワに影響を受けた「セルクル・プルードン」の活動、NSDAPの革命

派の思想、イタリア社会共和国（サロ共和国1943-1945）の社会プログ

ラムなどを思い出すだけで、いくつかの提案をすることができます。 
    

今日、私は「第三の道」の輪郭をほのめかすにとどめたい。ここで

も、形づくりは革命的な展開に任せ、日々の政治闘争の中で-すでに対

立している中で-考えをさらに発展させなければならないのである。わ

れわれは、プレハブの理論をもってヴォルキッシュの現実に臨むので

はなく、内政と外交の可能性に応じてこの現実を形成する課題に直面

している。  

    

このレベルで自由について話すだけでなく、それを実現することが極

めて重要である。国家社会主義者は偽善者ではありません。私たち

は、秩序を求めるところと自由を求めるところをあらかじめ言ってお

くのです！ 
    

国家社会主義人民国家では、自治体にも企業にも「国家党」は存在し

ない。NSBO（国家社会主義労働細胞組織）の活動家だからといって、

地域のグループリーダーや労働評議会のメンバーだから市長になれる
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と考える人はいないはずである。むしろ、彼は、自由な人格選挙で、

複数の候補者の中から自分を主張し、戦闘的な国家社会主義者とし

て、地域社会の誠実な信頼を勝ち取らなければならない。  

    

ここでもまた、繰り返し言うが、党の地方や地区のグループ、あるい

は国家社会主義者の工場細胞への自発的な加入は、国家の指導的地位

への自動的で快適なポストとは関係ない。それは、闘い、勧誘し、納

得させなければならない！ 
    

国家社会主義ドイツ労働者党は、闘争のときにも、われわれの国家を

形成するときにも、困難なときに突然「決してわれわれとともにな

く、常にわれわれに反対する」快適で思慮のない仲間の旅人を必要と

しないのです。  
    

党は、理想主義者、闘士、革命家からなる。だからこそ、ドイツの自

由運動であり、民族の生きる意志を組織化したものなのです。それが

敗戦からの我々の帰結である： 
    

民主主義の代わりに自由を 
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